
若手研究者コラムリレー

vol.89
2024.11.01

わたしの研究

私は8歳から野球を始め、大学まで競技を続けていました。

卒業後も草野球でプレーを続けながら、高専の野球部顧問と

しても野球に関わり続けています。様々なステージでプレーし

ていると当時は当たり前に思っていたことも「よく考えたらアレ

変やったな」や「なんであんなルールやったんやろ？」と疑問に

思うことが数多くあり、それらがチーム独自の文化（その集団

における共通認識や価値観）であったことに気づかされました。

そうした独自の文化が集団の中でどのように機能しているの

かをインタビュー調査から明らかにしたものが修士論文の内容

です。こうした視点は異文化や他集団の価値観を理解する際

に役立っています。

その後、高校野球や学童野球、女子野球などのカテゴリーを

対象として、それらが有する独自の文化や取り巻く環境につい

て調査をしてきました。なかでも高校野球カテゴリーは、タイブ

レーク制や球数制限の導入、さらには新規格（低反発）バット

の導入など、変化と対応を求められています。現在、東京都立

産業技術高等専門学校品川キャンパスの野球部の顧問として

野球部の指導に携わっています。1～3年生は高等学校野球

連盟に所属しているため、いわるゆ高校野球の大会に参加し

ています。高専生であるというアイデンティティと高校野球のス

テージで戦うこととの部員の機微やその解釈について調査して

いきたいと考えています。

【アーバンスポーツ・Baseball5の魅力】

Baseball5とは、2017年に世界野球ソフトボール連盟（WBSC）によっ

て考案されたアーバンスポーツです。1チーム5人制（公式ルールでは

男女混合）、5イニングの攻防を繰り返すベースボール型の競技で、ゴ

ム製のボールを手で打球し、素手でキャッチするのが最大の特徴と

なっています。ゴムボール1つさえあればどこでも楽しむことができる

ことから、野球・ソフトボール振興の一環として期待されています。

しかしながら、野球ソフトボールの新興を目的の一つと掲げる一方

で、アーバンスポーツとして野球ソフトボールと差別化を明確に図るよ

うな動き（チームウェアの規定など）も読み取れます。このような

Baseball5の有する文化的な特徴を紐解いていきたいと考えています。

また、ベースボール型競技の入門編として学校体育の場面での活用

も行われており、ますます競技としての広がりに期待が持たれます。

私は現在、東京都文京区にあるBaseball5チームに所属しており、昨

年の日本選手権ではベスト4入りを果たしました。今年は12月に開催

されるブロック予選を勝ち抜き、1月の日本選手権での優勝、そして日

本代表入りを目指して頑張っています！！！
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2018年8月に日本体育・スポーツ・健康学会若手の会が

発足しました！→ メーリングリスト登録フォーム: 

https://goo.gl/forms/zGMPdPq5fY3kcB5q2

学会大会、研究会等の開催や報告者募集に関する案内、公募や助成

金情報等に関する情報提供を配信予定です。皆様からも、メーリングリ

ストで周知したい情報がありましたら、下記までご連絡ください。
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